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　松代高校クロカンスキー部男女と

もにインターハイ出場。

　大会で活躍した様子を2月18日、

午前10時30分からB　S　Nで放送を予

定していますので、ご覧ください。
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　　　松代保育園
　　ゆう　き　　　　　　　　　か　な

小堺祐樹くん　小堺加菜、
　（蓬平）　　　（儀明）

2糧世紀の幕開けを祝う壮大なドラマ
「新潟20田年字宙の旅」スタジアムイベントにでかけませんか。

2壕世紀の幕開けを祝い、22世紀に講緑の遣産”を贈る『にいがた「緑」

の百年物語』県民運動の始まりを告げるとともに、2002年ワールドカッ

ブサッカー大会を行うスタジアムのお披露目を兼ねたイベントです。

本誌1月号などメッセージをつめた

タイムカブセルの封印や音と光にのせ

たライブも予定されています。4月29

目（みどりの日）午後6時開演。当臼
はバスを手配します。問い合わせは企

画振興課まで。

主
な
内
容

世酪辮子ども剰で交流調年を祝う…②～③

第胴上石巌杯争奪如カンスキー大会概要…④～⑤

できごと…一一・・一一…・一…⑥～⑦

東京発・文芸・松代の自然一⑧～⑨

大地の芸術祭ボランティア⑤ほか…⑩～0

町のお知らせほか…………・…・・⑫～⑬

今月号のカレンダー・お知らせ…⑭～⑲
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1
月
1
4
日
、
今
年
も
世
田
谷
の
ヱ
J
ど
も
た
ち
に
雪
遊
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

世
田
谷
区
役
所
前
で
開
催
さ
れ
た
「
世
田
谷
区
新
年
子
ど
も
祭
り
」
に
松
代
町
の
雪
約

30

ト
ン
を
贈
り
届
け
ま
し
た
。

　
こ
の
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
平
成
4
年
か
ら
町
の
イ
ベ
ン
ト
、

越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
な
ど
雪
を
楽
し
む
当
町
の
P
R
を
兼
ね
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
m
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
日
の
1
3
日
、
世
田
谷
区
役
所
中
庭
に
降
ろ
し
た
雪
で
、
町
か

ら
参
加
し
た
中
高
生
と
世
田
谷
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
約
3
0
材

の
ス
ロ
ー
プ
を
利
用
し
た
雪
の
滑
り
台
と
か
ま
く
ら
づ
く
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
祭
り
当
日
、
雪
の
滑
り
台
は
ソ
リ
で
滑
る
の
に
1

時
間
以
上
待
つ
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
、
終
日
長
蛇
の
列
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
、
区
の
御
厚
意
で
企
画
し
て
い
た
だ
い

た
『
松
代
町
あ
っ
た
か
物
産
展
』
も
、
あ
ん
ぼ
を
は
じ
め
、
も
ぐ

ら
汁
や
串
も
ち
な
ど
唯
一
当
町
の
み
限
定
し
て
行
わ
れ
た
物
産
展

も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
物
産
展
で
は
、
こ
の
夏
大
地
の
芸
術
祭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
こ
へ
び
隊
や
太
平
で
行
っ
て
い

る
柿
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
す
め
て
い
る
皆
さ
ん
も
応
援
に
掛

け
つ
け
、
盛
ん
に
松
代
町
の
P
R
を
行
う
な
ど
、
協
力
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
今
回
は
世
田
谷
区
新
年
子
ど
も
祭
り
に
雪
を
贈
っ
て
m

周
年
と
な
り
、
式
典
で
は
世
田
谷
区
と
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
か

ら
、
当
町
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
品
は
、
こ
の
夏
世
田
谷
美
術
館
展
で
好
評
だ
っ
た
故
向
井

潤
吉
画
伯
の
茅
葺
き
民
家
の
素
描
画
リ
ト
グ
ラ
フ
限
定
版
1
点
と

豪
徳
寺
の
招
福
猫
児
3
体
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
田
谷
か
ら
い

た
だ
い
た
向
井
潤
吉
さ
ん
の
絵
は
芝
峠
温
泉
に
飾
ら
れ
、
豪
徳
寺

の
招
福
猫
児
は
改
装
し
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
松
和
荘
、

ふ
る
さ
と
会
館
、
そ
し
て
に
芝
峠
温
泉
で
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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出発前に雪の積み込み作

業に．はN　H　Kも取材

　　　　　　　　　　2

新雪を積んでトラック3

台、世田谷めざして

10周年の友情で生まれた

物産展

イベントの裏に、こへび隊あり？

かけつけてくれた4人の皆さん
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当
町
か
ら
は
、
世
田
谷
区
に
交
流
の
記
念
と
し
て
、
町
の
木
で

あ
る
ぶ
な
の
苗
木
と
天
然
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
蜂
の
巣
、
そ
し
て
区
民

に
コ
シ
ヒ
カ
リ
2
俵
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ぶ
な
の
苗
木
は
、
雪
消
え
後
に
松
代
町
緑
の
少
年
団
の
皆
さ
ん

に
よ
る
記
念
植
樹
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
新
年
子
ど
も
祭
り
で
は
、
主
催
者
発
表
で
3
万
6
千
人

余
り
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
過
去
最
高
の
人
出
と
な
っ
た
そ
う
で

す
。
当
町
か
ら
も
、
冬
の
陣
の
関
係
者
や
松
苧
太
鼓
保
存
会
、
そ

し
て
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
世
田
谷
区
と
の
交
事
業
を
契
機
と
し
て
、
当

町
の
芝
峠
温
泉
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
が
全
国
に
1
0
ヶ
所
あ
る
世
田

谷
区
指
定
保
養
施
設
と
し
て
日
本
海
側
で
初
め
て
、
今
年
4
月
か

ら
仲
間
入
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
芝
峠
温
泉
は
、
こ
れ
ま
で
も
世
田
谷
区
役
所
職
員
の
指
定
保
養

所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
今
回
指
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
世
田
谷
区
民
81
万
人
を
対
象
に
利
用
が
大

き
く
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
養
施
設
で
は
、
世
田
谷
区
民

が
芝
峠
温
泉
の
利
用
に
際
し
、
1
人
一
泊
に
つ
き
3
千
5
百
円
の

利
用
券
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
町
内
に
お
け
る
世
田
谷
区
の
関
係
者
の
宿
泊
施
設
利

用
者
数
は
、
年
問
で
約
5
百
人
程
度
、
延
べ
千
日
以
上
の
利
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
今
後
は
、
世
田
谷
区
民
の
保
養
施
設
と
し
て
町

と
区
と
の
交
流
の
絆
が
益
々
深
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
」
と

交
流
を
す
す
め
る
企
画
振
興
課
で
は
話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芝

峠
温
泉
の
柳
利
彦
支
配
人
も
「
世
田
谷
区
民
の
皆
様
に
は
、
各
世

帯
に
案
内
の
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
3
月
1

日
か
ら
芝
峠
温
泉
利
用
の
申
し
込
み
受
け
付
け
が
で
き
る
よ
う
準

備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も
世
田
谷
の
皆
様
の
ご
利

用
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
草
の
根
交
流
が
一
つ
の
実
を
結
び
、
今
後
さ
ら
に
芝
峠
温
泉
を

中
心
と
し
た
住
民
レ
ベ
ル
の
交
流
に
は
ず
み
が
つ
き
そ
う
で
す
。

　　　灘嚢鑓

碕〕

鰯

1》昨年当町で世田谷美術館展を開催し好

評を博した故向井潤吉氏作、『檜原村数馬

大平』の限定リトグラフの作品が世田谷

区から贈られました。

▼まねきねこの本家豪徳寺の
『才召ネ畠ぢ苗児』

欝

世田谷関係者釆町予定（～3月まで団体のみ）

2月2日～4日
世田谷区いずみ学級冬季宿泊研修会

　　　　　　　　　　　　（2ジ白3日：101名）

3月10日～11日
世田谷おやじの会冬の陣参加ツアー

　　　　　　　　　　　（4泊2日：約50名）
3月24Eヨ～27臼
世田谷区ジュニアリーダー冬季宿泊研修会

　　　　　　　　　　　（3泊4日＝約50名）

3月26日～28日
東京おもしろ野外学校4スキーツアー

　　　　　　　　　　　（2泊3日：約50名）
3目25Eヨ～27Eヨ

世田谷区玉川台児童館雪と遊ぼうキャンブ
　　　　　　　　　　　（2ジ白3Eヨ　：約40名）

3目27Eヨ～29日
世円谷区船橋児童館雪と遊ぼうキャンブ

　　　　　　　　　　　（2ジ白3日：約40名）
3月27Eヨ～29Eヨ

世田谷アドヴェンチャークラブ遊雪キャンブ

　　　　　　　　　　　（2泊3日：約40名）

3月29日～31日
東京おもしろ野外学校2スキーツアー

　　　　　　　　　　　（2泊3日：約50名）

3



カントリースキー選手権大会結果
　　　　　　　　　静侮　　　　　　　　　擁鑑

　　　　　　　　忘、1叢1

　　　　　　　　　　筋噸蕪撫　！

　　　　　　　地元小学生選手の育成も今後
　　　　　　　の課題

　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　ヨキーコースを会場に行われた第15回上i
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨー選手権大会は、17市町村から、57校　i
　　　　　　　　　　　　　　　　きた。　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　介君が「精一杯がんばります」と力強　i
　　　　　　　　　　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ手、そしてワックス指導など選手を見　i
　　　　　　　　　　　　　　　　ひ援を送る保護者で終始にぎわいました。i
　　　　　　　　　　　　　　　　　中学3年の若月ゆかりさんが昨年に引　i
　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　2・3年の部で松代中学3年宮　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　小嶋ちえみさんがそれぞれ3位i
　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　旨

順位　　氏　名 所属　　学年

　　　　　欝
　　　　　　おヤノ　　麹・　、拶

中学女子2・3年の部で昨年
に続いて優勝した左の若月ゆ
かり選手のスタート

◆男　子

1　遠田　祐貴　十日町南中

2　山岸　　徹　吉田中

3岡田　篤町立妙高中

4　尾身　大地　吉田中

5　春日　貴登吉田中

6　古澤　慎吾　吉田中
32　小堺　里志　松代中

◆女　子

1　築田　真美　町立妙高中

2　志、賀理恵子　1輔JRC

3　小嶋ちえみ　松代中

4　小林　美貴　下条中
5　関谷　結衣　十日町南中

6畑山　恵町立妙高中

力強く選手宣誓をする孟地小
5年の小嶋優介くん

5　佐藤　優貴　牧J　RC

6　石曽根雅也　妙高南小

7　太田　和成　鐙島小
8　豊田　孝樹　妙高南小

9　村山　昭文　津南JRC

lO　内田　一成　関山小

16　五十嵐太博　松代小

132井上　智晴　松代小

143市川　賢司　松代小

150五十嵐春彦　松代小

184駒形　知彦　松代小
197中澤　政文　奴奈川小

218鈴木　寛也　松代小
219　中沢　成一　奴奈川小

220柳　　太志　松代小
241米持　和成　奴奈川小

243柳　　隼人　孟地小

244小嶋　優介　孟地小
245若山　修一　奴奈川小

246佐藤　拓巳　孟地小

垂麟、
．
難
岬

選手600人が参加した大会開会式

順位　　氏　名 所属　　学年

◆男　子

1　竹田　和也　妙高北小　4

2　斉木　智裕　鐙島小　4

3　加藤　悠太　関山小　4

4　小黒　祐介　牧JRC　3

5　岡田　貴之　片貝小　3

6　宮本　拓馬　片貝小　4

7”市川　亮矢代小4
8　山崎　僚也　片貝小　4

9　上原　一将　妙高北小　4

10川上裕介関山小　4
31　柳　　　凌　孟地小　4
50　石黒　良和　奴奈川小　4

56高橋　光奴奈川小4
57　室岡優紀雄　松代小　4

順位　　氏　名 所属　　学年

◆男　子

1　井川

2　太平

3　金井

4　中川

之
翔
知
志

智
大
大

下条小
津南JRC

牧JRC
下条小

◆女　子

1　丸山紗也加

2　水落あすか
3　藤ノ木美代子

4　佐藤　　翠
5　春日　苑子

6　遠田　　葵
7　築田　　梢

8　岡田　彩子
9　高橋　　圭
10・高波　希美

31樋口友佳子
61石田　沙織
78　佐藤　杏美

83　小堺　真央

89　斉木　千里

94　山岸　玲子

102　佐藤　　愛

103牧田　美香
105井上　夏未
106柳　紗千香

妙高南小

鐙島小
津南JRC

浦田小

吉田小

川治XC

妙高南小

片貝小

真人SC

松之山小

松代小

孟地小

松代小
奴奈川小

奴奈川小

松代小
奴奈川小

奴奈川小

松代小
奴奈川小

◆女　子

1　築田　夏実　妙高南小　4

2　本山　育未　浦田小　4

3　春日　奈央吉田小　4
4　小嶋なつみ　孟地小　4

5　築田　　岬　妙高南小　4

6　堀川　更紗　妙高北小　4

7　佐藤真奈美　牧J　RC　4
8　中島恵利香　松之山小　4

9　滝沢可奈子　真人S　C　3

10　黒川恵利佳　関山小　4

18　市川　正恵　松代小　4
22　五十嵐さくら　松代小　4

27　佐藤　千紘　奴奈川小　3

34　佐藤　絵美　奴奈川小　4

35　南雲　美佳　奴奈川小　4

36　中澤　優子　奴奈川小　3

4



第15回上石杯争奪松代町クロス

騰ミ、、

速報を見ながらメモをする選
手の保護者
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高

　
　
女
妙

　
　
生
た
ん

．
　
学
し
さ

　
　
小
勝
加

クロスカントリースキー一大会参加学校名

学　　　校　　　名 市町村名
男 女

4　年 5・6年 4年 5・6年
計

野中スキークラブ 十日町市 4 1 5
十日町クロカンクラブ 十日町市 4 3 1 3 11

一舌一……”…一宙””一……｝不　
十日町市 5 　8 4 　6 23

真　　　　　田　　　　　小 十日町市 1 2 3
矢　　　　　代　　　　　ノ」・ 新　井　市 1 15 1 3 20
外　　　丸　　　S　　　C 津　南　町 1 7 1 3 12

．蛇＿一＿高一＿．．痴一一＿．．恋、 妙高高原町 　4 　3 10
川　　　治　　　　X　　　　C 十日町市 3 3 5 11

中　　　　　郷　　　　　小 中　郷　村 3 11 6 20
蹴
羅 真　　　人　　　S　　　C ノ」・千谷市 4 10 2 5 21

岡　　　沢　　　R　　　C 中　郷　村 1 6 2 2 11

吉谷スキークラブ 小 千谷市 9 1 10
片　　　　　目　　　　　ノ」￥

＿一一一＿＿＿＿＿＿二｝一＿＿＿一＿一＿一＿＿ 中　郷　村 4
　
　
　
　

11
3
一
　
　
　

　6 24
入　　　広　　　瀬　　　小 入広1頼村 9 9学
松　　　　　里　　　　　小 松之山町 1 1 1 1 4

一蛇＿．＿高＿一一一一北＿＿．恋、 妙高高原町
4
『
　
　
　

10 　2 18
津　　　　　南　　　　　・1・ 津　南　　町 1 6 1 8
城　　ケ　 丘　X　C 十日町市 1 3 4

校 浦　　　　　田　　　　　小 松之山町 5 1 6 12
松　　　之　　　山　　　・」・ 松之山町 2 9 2 4 17
下　　　　　条　　　　　小 十日町市 3 9 7 19
塩　　　　　沢　　　　　小 』塩　　沢　　町 15 10 25
千　　　　　手　　　　　／』・ 川　　西　　町 2 1 3遡騒

原　　　　　通　　　　　小 妙　高　村 2 5 3 10
．鏡一一一．一一、一一一、’三ウ＿＿．＿．杢一 十日町市 10 　1 20
関　　　　　山　　　　　小 妙　高　村 6 12 1 5 24
松　　　　　代　　　　　小 松　代　町 1 7 2 4 14

部
耀 目　　　　　野　　　　　小一二》＿一一＿一＿＿＿＿＿一＿＿＿＿一＿一＿＿ 中　里　村 　3

4
一
　
　
　
　
　

牧ジュニアレーサーズ 牧　　　　村 2 7 1 1 11

津　　南　　J　　R　　C 津　南　　町 3 5 8
舞　チ高原　T　S　C 塩　　沢　　町 2 4 6
孟　　　　　地　　　　　小 松　代　町 1 3 1 1 6

一奴……察”……プr「一一”…不一 松　　代　　町 2 　4 5 　5 16
安　　　　　塚　　　　　小 安　塚　町 15 5 20

”””一一一一”””””一””””申一｝”｝玉”
川西町ジュニアスキークラフ 川　　西　　町 　2 2
十　　日　町　　西　　小 十日町市 2 8 3 3 16
、L　　　　　組　　　　　小 長　　岡　市 4 16 1 21
五　　　日　　　町　　　小

　二こ：”””””””
ハ　　日　町 　3 3

計38校 4市8町5村 69 258 44 110 481

男 女学　　　校　　　名 市町村名
1年 2・3年 1年 2・3年

計

．L　　　　　郷　　　　　中 津　南　　町 3 1 4
．町＿．、坐一一．、蛇＿亘．、、、虫． 妙高高原町 2

一
　
　
　

1
－
　
　
　

8
一
　
　
　

吉　　　　　田　　　　　中 十日町市 6 8 1 6 21

燃
1直　　　　人　　　　S　　　C
一■上＿＿一一＿＿＿＿＿一＿一＿一一一＿一＿＿＿

／」・千谷市 2
一
　
　
　

岡　　　沢　　　R　　　C 中　郷　村 1 1離
入　　　広　　　瀬　　　中 入広瀬村 3 3 6
中　　　　　里　　　　　中 巾　里　村 3 1 4学
下　　　　　条　　　　　巾 十日町市 1 2 3 6

絞
新　　　　　井　　　　　中 新　井　市 2 4 1 3 10
川　　　　　西　　　　　中 川　　西　　町 2 1 5 8
安　　　　　塚　　　　　中 安　塚　町 4 1 3 8の
小　　　　　出　　　　　中 ノ1・　出　町 4 6 10
十　　日　　町　　南　　中 十日町市 2 2 3 7部 小　　　千　　　谷　　　中 ・」・千谷市 4 7 3 3 17

繊
牧ジュニアレーサーズ 牧　　　　村 2 2 1 5
津　　南　　J　　R　　C 津　南　町 2 9 1 2 14
中　　　　　郷　　　　　中 中　郷　村 5 4 1 10
松　　　　　代　　　　　中 松　代　町 1 6 1 4 12
松　　　之　　　山　　　中 松之山町 1 3 4

計19校 3市7町4村 49 58 19 31 157

転　’

　小学生男子5・6年の部で圧
　倒的なタイムで優勝した十日
　町下条小6年井川智之君

：

：

ヨ

i1月28目、松代町クロスカントリース
ヨ

i石杯争奪松代町クロスカントリースキ
ロ

i638人選手がエントリーし行われまし
し

i　開会式では、孟地小学校5年小嶋優
ヨ

1く選手宣誓を行いました。
ヨ

i　大会は天候にも恵まれ、力走する選

i守るサポーターや人一倍大きな声で応
き

i結果は、中学女子2・3年の部で松代
ロ

1き続いて優勝。また、中学男子
ヨ

i澤智洋君と中学女子1年の部で

iに入るなど活躍しました。
ロ

i　なお、結果は次のとおりです。
：

順位　　氏　名 所属　　学年

◆男　子

1　齋藤　裕文　吉田中　3

2　柳　　尚宏　吉田中　2

3　宮澤　智洋　松代中　3

4　若井　一樹　津南JRC　3

5　大野　裕太　小千谷中　2

6　小池　健裕　小千谷中　2

8　鈴木　啓一　松代中　3

9　小堺　裕司　松代中　2

16　田辺　邦幸　松代中　2

24　樋口　誠也　松代中　3

31　井上　敬裕　松代中　3

◆女　子

1　若月ゆかり

2　宮崎　佳純
3　丸山　彩子

4　上村　留美
5　柳　　優佳

6　小林　美久
15　石黒　祐子

21　室岡　直子

松代中

小千谷中

津南JRC

吉田中

松代中

津南JRC

松代中

松代中

3
2
2
2
3
3
2
2
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できごと

　
1
月
1
6
日
、
松
代
町
豪
雪
対
策
本
部
（
本
部
長
関

谷
町
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
役
場
で
は
「
こ
こ
数

年
小
雪
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
わ
ず
か
数
日
の

間
に
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降
り
、
年
明
け
か
ら
．
の
地
震

も
重
な
り
、
雪
崩
や
災
害
の
危
険
が
高
い
こ
と
、
そ

し
て
、
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
要

援
護
世
帯
へ
の
巡
回
対
応
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

対
応
が
必
要
の
た
め
」
設
置
の
め
や
す
と
な
る
積
雪

2
9
3
仕
．
に
せ
ま
っ
た
同
日
午
後
1
時
、
積
雪
2
7

0
独
．
で
対
策
本
部
を
設
け
た
も
の
で
す
。

■
主
な
被
害

1
月
1
6
日
午
後
7
時
3
0
分
、
下
山
海
老
東
山
で
停
電

1
月
1
7
日
に
は
、
蓬
平
居
村
線
な
ど
5
つ
の
町
道
で

除
雪
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

1
月
1
8
日
松
代
小
学
校
・
松
代
中
学
校
が
臨
時
休
校

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
く
ほ
く
線
も
特
急
「
は

く
た
か
」
が
運
休
す
る
な
ど
混
乱
し
ま
し
た
。

■
停
電
時
の
防
災
無
線
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　
犠
牲
者
6
千
4
百
人
を
出
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
丸
6
年
を
迎
え
た
1
7
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
」
で
し
た
。
町
で
は
平
成
6
年
に
情
報
無
線

を
整
備
し
、
い
ち
早
く
情
報
を
住
民
に
提
供
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
受
信
機
の
電
池
が
切
れ
て
い
る
と

停
電
の
際
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
受
信
機
本
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
つ
ま
み
の
下
に
あ
る

ラ
ン
プ
が
赤
と
緑
に
交
互
に
点
滅
す
る
場
合
は
、
電

池
を
交
換
す
る
サ
イ
ン
で
す
の
で
、
電
池
を
取
り
替

え
て
く
だ
さ
い
。

　
2
月
4
日
、
上
野
に
あ
る
吉
池
デ
パ
ー
ト
を
会
場

に
松
代
町
現
地
出
稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
ー
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
関
谷
町
長
は
町
政
報
告
を
、
ま

た
、
J
A
十
日
町
の
鈴
木
松
代
支
所
長
は
減
反
へ
の

取
り
組
み
な
ど
農
業
全
般
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
協
力
や
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
1
6
人
程
が
集
ま
り
、
町
の
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

会
議
終
了
後
は
参
加
者
に
よ
る
交
流
会
も
行
わ
れ
、

東
京
で
の
暮
ら
し
振
り
や
職
場
の
様
子
に
つ
い
て
久

し
振
り
に
方
言
を
交
え
な
が
ら
話
し
も
弾
み
、
終
始

な
ご
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
豪
雪
に
、
ふ
る
さ
と
を
案
じ
な
が
ら

雪
解
け
後
の
農
作
業
に
向
け
た
話
し
も
交
わ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
春
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
4
月
に
は
元
気
な
顔
を
見

せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

出稼者数の推移

難　　度 鎧稼巻数

昭和45年 1，122

平成元年 398

平成5年 182

平成12年 58

＿……・謡

　　オ二憾外一．福憾うお一．

　　　心豊かに暮らせる1年で、
　　　　　松代町の年男・年女は346人

　町の巳年生まれの人は346人です。男性174人、女性

172人で、町の人口比では、それぞれ男性50．3％、女性

49．7％になります。

　生年別の人数は次のとお｝）です。

蟹

、
騰
幾
輸

・
聯
　
　
　
’
繊

　‘r竃’「灘黙

o腿．辮

　　　　　盤翻生灘1 男 女 計

鯛治38年鯛薩諜毅 O 3 3
表藍掻隼盤灘総 12 20 32

昭麹響薩謙癒 36 48 84

麟離鐸薩謙縄 28 29 57

昭翻認隼鎧蒙総 41 28 69

昭禰翻隼盤談縫 17 17 34

昭猫辮餐経 19 9 28

華成発舘盤叢総 21 18 39

計 174 172 346

　　　　¶■■匪数鱒　　　叩■■
節分新しい千年活性化センターでの豆まき

平成13年1月1現在の数字

6



、醗蟷、稲鍵嚢伸

　騒灘，鰯㈱翻灘、・　表しれ

　　　　　　敷特　　選曲
◇小学校の部　　　　　　　　　　　　　【心に太陽】松代小6年　小堺　裕章

【は　　る】松代小1年　樋口真登香

【みどし】松代小2年　関谷知有莉　◇中学の部

【日の出】孟地小3年　小嶋華奈子　　【平和の光】松代中1年　高野　　光

【雪晴れ】孟地小4年　小嶋なつみ　　【山河初春】松代中2年　駒形　直子

【雪月花】松代小5年　関谷　恵介　　【温故知新】松代中3年　柳　　美保

一滝沢の“鳥穴”

　
今
回
は
1
月
14
日
の
鳥
追
い
に
、
滝
沢
の
鳥
穴
に
お
じ
や
ま

し
ま
し
た
。

　
滝
沢
集
落
は
、
町
の
東
部
に

位
置
し
た
1
0
戸
ほ
ど
の
小
さ
な

集
落
で
す
。
県
認
定
の
生
産
組

合
が
中
心
に
な
っ
て
ウ
ド
や
ナ

ス
の
栽
培
な
ど
を
足
掛
り
に
村

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
ん
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、

平
成
に
年
度
に
は
J
A
十
日
町

の
農
協
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

小
さ
い
な
が
ら
も
集
落
ぐ
る
み

で
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
皆

で
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
家
の
雪
下
ろ

し
や
お
茶
飲
み
の
楽
し
み
の
ほ

か
、
冬
の
行
事
が
こ
れ
と
い
っ

◎特選（小学生の部）
松代小学校

　1年樋口真登香　　2年関谷知有莉
　5年　関谷　恵介　　6年　小堺　裕章
孟地小学校

　3年小嶋華奈子　　4年小嶋なつみ
◎特選（中学生の部）
松代中学校

　1年高野光2年駒形直子
　3年柳　　美保

◎準特選（小学生の部）

奴奈川小学校
　1年　齊木　琢磨、佐藤　友樹、佐藤　雄真
松代小学校

　2年　萬羽鮎未
孟地小学校

　2年柳沙綾果、小嶋美咲
季公イ℃ノ」・‘｝糞ホ交

　3年関谷和樹、寺崎由美
　4年中村江美香、若井千恵
　5年駒形知彦、関谷絵梨、柳　　絵里
　6年　高橋いつか、小堺　貴也、武田　拓也
◎準特選（中学生の部）

松代中学校
　1年小嶋ちえみ、重野孝彦、樋口　沙織、
　　　布施　洋季
　2年市川　聡子、柳　　沙織
　3年　五十嵐真悟、関谷　有希、樋口　誠也

◎席次入賞者
【小学校4年生】二席　若井　千恵（松代小）
【小学校5年生】二席　駒形　知彦（松代小）
【中学校2年生】三席　駒形　直子（松代中）

麗　
　
て
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
子
ど
も
た
ち
に
も
冬
の
楽
し
み

閣　
　
が
一
つ
く
ら
い
あ
っ
て
も
よ
い

　
　
の
で
は
な
い
か
と
、
集
落
の
青

圏
年
が
中
心
に
な
っ
て
昔
か
ら
子

團　
　
ど
も
の
行
事
の
一
つ
で
あ
っ
た

　
　
　
「
鳥
追
い
」
を
4
年
前
か
ら
復

麗　
　
活
さ
せ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
滝
沢
で
は
、
雪
で
四
方
に
壁

麗
を
作
っ
て
そ
の
上
に
シ
ー
－
で

　
　
屋
根
を
か
け
た
も
の
を
「
鳥
穴
」

　
，
　
と
古
く
か
ら
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
に
い
ろ
り
を
作
り
、
も

ち
を
焼
い
た
り
煮
た
り
し
て
一

夜
を
楽
し
み
ま
す
。
昨
年
ま
で

私
達
の
と
こ
ろ
で
も
い
ろ
り
を

つ
く
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
煙
た
い
の
で
、
薪
ス
ト
ー

ブ
を
使
っ
て
鍋
料
理
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　
は
じ
め
た
こ
ろ
は
、
集
落
の

人
た
ち
だ
け
で
し
た
が
、
話
が

広
が
る
に
つ
れ
て
、
隣
集
落
の

人
を
は
じ
め
、
昨
年
は
孟
地
小

学
校
の
児
童
と
先
生
も
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
真
冬
の
ひ
と
時
を

滝
沢
の
「
鳥
穴
」
で
過
ご
し
て

見
ま
せ
ん
か
。

　
　
（
文
・
佐
藤
堅
一
さ
ん
）

　　　　綱麟諜鋸』．．翼雛繋

3間麟3璽犬き鳩寡穆．難響蕪杯聾
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輝
か
し
い
2
1
世
紀
を
迎
え
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
京
松
代
会
の
新
年
総
会
は

去
る
1
月
2
1
日
に
渋
谷
エ
ク
セ

ル
ホ
テ
ル
東
急
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
ま
で
の
会
場
、
束

急
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
が
改
築

の
た
め
に
使
え
な
く
な
り
、
今

年
は
同
じ
渋
谷
駅
か
ら
傘
な
し

で
行
け
る
こ
の
会
場
に
変
更
し

た
の
で
す
。

　
今
年
は
で
き
る
だ
け
懇
談
の

時
間
を
増
や
す
よ
う
民
謡
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
や
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
ゆ
っ

く
り
と
食
事
を
楽
し
み
、
親
し

く
歓
談
す
る
た
め
、
例
年
の
立

食
パ
ー
テ
ィ
形
式
を
改
め
、
全

員
が
椅
子
に
座
る
テ
ー
ブ
ル
着

席
ス
タ
イ
ル
に
し
ま
し
た
。
新

年
総
会
実
行
委
員
長
の
小
堺
重

三
郎
さ
ん
、
新
し
い
ご
配
慮
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
会
場
が
盛
り
上
が
っ
て
く
る

と
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
あ

東
京
松
代
会
新
年
総
会
開
催
さ
る

井
上
　
市
郎

ま
り
ご
自
分
の
席
に
座
っ
て
お

ら
れ
ず
、
あ
ち
こ
ち
を
回
っ
て

盃
の
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
楽

し
く
歓
談
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
地
元
松
代
町
か
ら
関

谷
達
治
町
長
を
は
じ
め
多
数
の

方
々
を
お
迎
え
し
、
久
し
ぶ
り

に
懐
か
し
い
お
顔
を
拝
顔
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
束
京
も

数
稜
．
の
雪
が
積
も
り
、
一
方
地

元
松
代
で
は
3
癖
近
い
積
雪
と

足
元
が
わ
る
い
な
か
、
総
勢
、

1
6
0
名
の
皆
さ
ん
よ
く
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
会
長
の
武
田

晃
平
さ
ん
か
ら
、
「
2
1
世
紀
を
迎

え
て
I
T
革
命
な
ど
急
激
な
変

革
に
直
面
し
て
い
る
が
、
当
東

京
松
代
会
も
今
年
で
満
十
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
年

の
1
月
2
0
に
は
十
周
年
記
念
の

新
年
総
会
を
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
で
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
の
で
、
仲
間
と
連
れ

立
っ
て
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

北
区
在
住

（
寺
田
坂
田
屋
）

ま
た
、
そ
の
他
の
十
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
も
格
別
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
旨
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
前
奴
奈
川
地
区
の
副

会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
牧
田

典
夫
さ
ん
に
武
田
会
長
並
び
に

関
谷
町
長
か
ら
感
謝
状
が
送
呈

さ
れ
ま
し
た
。
牧
田
さ
ん
、
長

い
問
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
通
常
国
会
開
会
前
の
準
備
に

忙
し
い
筒
井
信
隆
代
議
士
の
代

理
で
挨
拶
さ
れ
た
ご
令
嬢
に
は
、

「
来
年
も
ぜ
ひ
代
理
出
席
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
声
が
か
か
り
、

お
嬢
さ
ん
が
あ
ち
ら
の
席
、
こ

ち
ら
の
席
と
大
忙
し
で
し
た
。

　
事
業
委
員
長
片
山
徳
重
さ
ん

の
事
業
計
画
の
紹
介
で
は
お
得

意
の
小
ば
な
し
、
ま
さ
に
名
演

説
と
い
う
と
こ
ろ
。
こ
れ
を
こ

の
ぺ
ー
ジ
で
再
現
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
何
し
ろ
顔
の
表
情
と

手
真
似
入
り
で
す
か
ら
、
悪
し

か
ら
ず
。

　
唯
一
の
ア
ト
ラ
ク
シ
当
ン
は

米
持
雅
朗
さ
ん
と
佐
藤
正
則
さ

ん
の
司
会
に
よ
る
福
引
で
し
た
。

会
場
は
す
っ
か
り
盛
り
上
が
っ

て
し
ま
い
、
司
会
者
が
大
声
で

怒
鳴
る
け
れ
ど
も
誰
が
幸
運
を

引
き
当
て
た
の
か
よ
く
判
ら
な

い
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
賞
品
を
寄
贈
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
が
松
代
町
の
皆
様
、
会

員
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

一一一一一一一東京だより一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……副引

〈会の動き〉　　　　　　　　　　　宿泊：芝峠温泉・レストビレッジ峰、　〈お礼〉
2月20日第1回役員会　　　　　　　　11日午前現地解散　　　　　　　　　　　　1月21日の東京松代会新年総会福
　◎平成12年度決算報告　　　　　　　会費：13，000円（宿泊・宴会外）　　　引き景品にJ　A十日町松代基幹支所
　◎平成13年度予算案審議　　　　　　申込先：実行委員長　井上　正美　　　より「松代こしひか1）」60kg　ll本
　○冬の陣実行委員報告　　　　　　　　　　　　　　（盈044－877－9611）　　のご寄贈。又松代町役場より、「ほく

　○新年総会収支報告　　　　　　　　下山会　　　　　　　　　　　　　　　ほく線・松代町」のカレンダー200部
　010周年実行委員報告　　　　　　　日時：4月1日（lI）11：30～　　　　　頂戴いたしました。
3月IO～11日（土・日）　　　　　　　会場：上野吉池　　　　　　　　　　　　誠にありがとうございました。厚
越後まつだい冬の陣　10日（土）　　　　連絡先：会長　宮澤宇吉　　　　　　　くお礼申し上げます。

まつだい駅前、午前11時30分集合　　　　　　　　　（暦0474－64－0247）まで　　　　　　　　東京松代会役員一同
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蒲
　
生
　
句
　
会

ざ
く
ざ
く
と
雪
掻
く
音
で
目
を
さ
ま

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
路

つ
つ
が

蒜
な
き
月
日
流
れ
よ
初
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

な
　
　
い

地
震
の
こ
と
気
遣
う
子
ら
の
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

開
か
ん
と
す
る
力
見
え
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
　
　
㌧
グ
　
ノ
ー
　
　
旨
ト
「
ア
「
’
　
　
　
ヤ
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傍

　
短
　
　
　
　
　
　
歌

腰
掛
け
て
眉
引
き
化
粧
す
女
高
生

終
れ
ば
携
帯
電
話
を
な
が
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

今
朝
も
ま
た
流
雪
溝
に
捨
て
急
ぐ
た

だ
黙
々
と
国
道
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

ど
ん
ど
焼
き
一
瞬
強
く
燃
え
上
が
り

黒
い
雪
の
ご
と
炭
が
舞
い
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

吹
雪
く
日
日
枝
に
残
れ
る
渋
柿
に

雀
か
ら
す
の
声
鳴
き
や
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

灰
色
の
空
こ
ぼ
れ
き
て
地
に
近
く
舞

　
　
　
　
は
ね

う
雪
片
は
翅
あ
る
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
し
ぶ
み
俳
句

坊
守
り
の
熱
き
み
そ
汁
も
が
り
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

屠
蘇
を
酌
む
親
子
三
人
健
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

山
鳴
ら
し
林
ゆ
さ
ぶ
り
雪
し
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

一
灯
に
雪
の
舞
降
る
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

書
初
展
七
十
に
し
て
出
品
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

日
が
暮
れ
て
改
め
て
見
る
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

孫
に
勝
ち
ゆ
ず
っ
て
百
人
一
首
終
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

初
句
会
今
年
こ
そ
は
意
気
込
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

御
降
の
中
新
世
紀
大
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

寝
る
ま
で
に
少
し
間
の
あ
る

な

千
一
年
雑
煮
を
食
っ
て
歩

年
男
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
寝
正

　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
じ

鳥
影
も
見
え
ず
卍
に
雪
が

鵯折晶耕月鱒月

峰か人す人堂日

天
気
図
に
一
喜
一
憂
冬
籠
り

が
ら
し

凧
に
家
の
歴
史
の
き
し
む

朴か
　な
雪

ミツ群で五纏穣を鞭

’ゑ

○カンガレイ

　放棄水田が多くなってゆく

ことは、嘆かわしいことです。

　放棄される田んぽはどうし

ても、山奥の耕作しにくい所

から先になりますから、山の

中に元の水田が水を溜めたま

まに放棄され、そこにいろん

な水生植物が繁殖しているの

で、いままで見られなかった

ものが発見され、違った意味

での幸いを発見できるように

なりました。

　そんな中に茎が三角で1㍍
ぐらいに伸びたものを見たこ

とがありませんか。茎の上部

に米粒のような形の花穂を数

個密着させているものです。

　これはカンガレイというカ

ヤツリグサ科の多年性植物で
す。

　花穂から上の部分は茎の延
　　　　　　　　　　　ほう長したもののように見える苞

を立てます。

　写真のものはまだ若い茎な

ので花穂などは付いていませ

んが、オニヤンマの脱皮した

抜け殻が仲良く対話している

ような形に興味を覚えて撮影

したものです。

　カンガレイという発音しに

くい名前は寒中にも枯れた茎
　　　　　いぐさ
が見られる藺草という意味で

「寒枯藺」なのですが、実際に

はこの土地では雪の下に埋も

れるので寒枯れ状態は見るこ

とはできません。

　観光地の庭園に池の隅に植

栽しているのを見ることがあ

りますが、風情あるものです。

　（文と写真　高橋八十八）
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松
代
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
て

か
ら
早
4
ヵ
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
問
、
十
一

月
に
は
ふ
る
さ
と
会
館
で
「
そ

ら
1
9
9
9
1
2
0
0
0
」
展

を
開
か
せ
て
頂
き
、
多
く
の
町

の
皆
様
に
来
て
頂
き
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
い
つ
の
間
に
か
季
節

は
秋
か
ら
冬
へ
と
変
わ
り
、
か

ね
て
よ
り
雪
国
生
活
未
体
験
の

私
に
と
っ
て
問
題
視
し
て
い
た

時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
朝

起
き
る
と
室
内
で
も
息
が
白
く
、

タ
オ
ル
が
パ
リ
パ
リ
に
凍
り
つ

く
寒
さ
、
一
面
真
っ
白
の
雪
景

色
全
て
が
珍
し
く
「
雪
国
の
生

活
も
素
敵
だ
な
」
っ
て
思
っ
た

の
は
最
初
の
ー
、
2
週
間
で
し

た
．
正
月
前
に
雪
が
多
く
降
り

始
め
た
頃
か
ら
そ
ん
な
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
気
分
は
吹
き
飛
び
、

冬
囲
い
、
屋
根
の
雪
降
ろ
し
、

家
の
回
り
の
雪
掘
り
に
明
け
暮

れ
る
毎
日
に
入
っ
た
の
で
し
た
。

特
に
1
4
日
頃
か
ら
降
り
続
け
た

大
雪
に
は
こ
の
地
方
の
雪
の
凄

ボ、 さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
「
昔
は
こ

の
状
態
が
も
っ
と
長
く
続
い
た
」

と
の
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

話
に
頭
が
下
が
る
ば
か
り
で
し

た
。　

最
近
は
こ
の
状
況
に
だ
い
ぶ

開
き
直
っ
て
来
て
「
ま
、
春
に

な
れ
ば
消
え
る
ん
だ
し
…
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
級
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
代

い
う
感
じ
で
自
分
な
り
の
ぺ
ー

ス
で
雪
に
向
き
合
っ
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
制
作
に
関
連
し
た

事
を
一
つ
書
い
て
お
く
と
、
屋

根
の
雪
掘
り
を
し
て
い
る
時
に

雪
が
チ
ラ
チ
ラ
舞
う
中
で
一
瞬

青
空
が
見
え
た
ん
で
す
が
、
そ

よ
し
だ
　
ゆ

、
つ

の
空
の
美
し
さ
は
今
で
も
目
に

焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
感
動
が
あ
る
と
私
の
雪
国
で

の
日
々
は
ま
だ
ま
だ
続
く
の
か

な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
訳
で
私
の
下
手
な
雪

掘
り
の
た
め
に
今
で
も
す
っ
ぽ

り
雪
に
お
お
わ
れ
て
い
る
柿
庵

（
家
の
愛
称
）
で
い
ろ
い
ろ
な
人

に
見
守
ら
れ
つ
つ
松
代
ラ
イ
フ

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
．

一川lllli““””1”ll””IIII”III”IIllIIII”圓III””llll”ll””IIll”IllIIIllIIIII”III　IIIIIII”IIlilIlllIII”IIIIIl”IllI　Ill”III””1』

≡　　　　　　　　『時の蘇生』　　　　　　　　≡

1　　　柿0～木プロジェリト　　　1
≡　　越後まつだい冬の陣で太平子ども会に苗木が手渡されます。　　≡

≡　　　　3月10日午後6：20会場ステージー　　　≡

≡　1945年長崎、原爆が落とされた焼け野原の中、　≡
≡ある柿の木が生き残りました。その柿の木は、樹木≡
≡医海老沼正幸先生の手によって助けられ、二世の苗≡
≡木が生み出されました。そして1994年、海老沼先≡
≡生は、その苗木を平和のシンボルとして子どもたち≡
≡に配る活動をはじめました。　　　　　　　　　　　≡
≡　当日海老沼先生から、苗木が手渡されます。　　　≡
■II”””IllllIllIlll””1“1”””””III川IIIII””ll”””III”IIIIIll“1””llIIII”IIIIII“1”llIliI”llII”ll”III””llll””1””lr

　　　　　　　　一現代用語の基礎知識から一
現代美術の「キーワード」にアートトリエンナーレ紹介記事

全
盛
期
を
迎
え
た

回
隠
賜
倫
臼
㈹
厨

　
世
界
の
各
都
市
で
、
大
規
模
な
国
際
現
代
美
術
展
が

相
次
い
で
開
か
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
2
0
0
0
年
に

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
で
ア
ジ
ア
太
平

洋
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
韓
国
で
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、

フ
ラ
ン
ス
で
リ
ヨ
ン
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
が
開
催
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り

れ
た
が
、
日
本
で
も
夏
に
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
の
第
一
回
展
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
「
大
地
の
芸
術

祭
」
と
称
す
る
、
新
潟
県
の
六
市
町
村
に
ま
た
が
る
地

域
お
こ
し
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
内
外
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ー
4
0
余
名
に
よ
る
野
外
の
環
境
と
一
体
化
し
た

作
品
群
が
広
大
な
地
域
に
分
散
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た

が
、
最
初
は
反
発
が
あ
っ
た
と
い
う
地
元
住
民
に
も
何

と
か
受
け
入
れ
ら
れ
、
牧
歌
的
な
ユ
ニ
ー
ク
な
展
覧
会

と
し
て
い
ち
お
う
の
成
果
を
お
さ
め
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
2
0
0
1

流
基
金
と
横
浜
市
が

中
心
と
な
っ
て
組
織

す
る
横
浜
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
が
開
催
さ
れ

る
が
、
こ
う
し
た
大
規

模
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

こ
れ
ま
で
不
十
分
で

あ
っ
た
日
本
か
ら
海

外
へ
の
文
化
的
な
発

信
機
能
へ
の
期
待
が

か
か
っ
て
い
る
と
も

い
え
よ
う
。

（
平
成
1
3
）
年
の
秋
に
は
国
際
交

轍　繍灘　『継r　l

雪をかぶった菰地皿芸術祭作品
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今回と次回は、宇部市の有田稔さんから寄せられたお便りを紹介します。

新潟票松伐購と曲陽無煙鉱業翫の炎流を辿る

一「小堺徳司顕彰碑讐を訪ね蔓一一前編

有田　　稔

　戦時中の炭鉱の労働力不足もさることながら、

終戦後の復興期は石炭政策に支えられた増産に

次ぐ増産で、労働力の確保に追われた。いわゆ

る炭鉱景気に沸いて大嶺炭田も黄金時代を迎え
た。

　山陽無煙鉱業所では毎年冬になると、新潟県

から大量の労務者を迎え入れ、「季節夫」と称し

て冬季の現場労務に就労させた。

　新潟県東頸城郡松代町、大島村、安塚町の人々

が、積雪期の出稼ぎ先として大嶺炭田を選んだ

のは、昭和14年頃からのようである。

　当時山陽無煙は日産化学工業㈱の経営下にあっ

て、福利厚生施設も充実し従業員の大半は九州

人であった。陽気で明るく人情味豊かな炭鉱気

質と、馴染み易い風土が、居心地のよい職場と

して大勢の人気を集めた。昭和19年以降経営は

宇部興産㈱に引継がれた。

　ある時は、40人前後の大集団で就労すること

もあった。家族を残し故郷を遠く離れた出稼ぎ

労務者たちは、炭鉱の独身寮（豊浦寮）に起居

して、慣れぬ坑内外の現場作業にたずさわった。

作業に習熟した人たちは、毎年のように山陽無

煙にやって来た。中には親子揃って志願する人

もあり、そのまま美禰市に住み着かれた方もあ

ると聞く。

　新潟県東頸城郡松代町蒲生に住む小堺徳司氏

は戦中戦後の疲弊した農村経営の建直しに懸命

の努力を惜しまなかった。積雪期における町民

の就職斡旋に専念されて、寝食を忘れ束奔西走

して多大の実績を残され、経済復興に貢献され

た。昭和31年2月病に倒れ惜しまれて永眠され

た。その年、小堺氏の斡旋で山陽無煙に就労さ

れた大勢の方々の発起で故人の功績を後世に伝

えるべく顕彰碑の建立が企画された。

　山陽無煙の労務部もこれに協力して、私が顕

彰碑の題字揮毫を引き受けた。顧みれば半世紀

近くも前の古い忘れかけた話である。

　最近のこと縁あっ

て一度ならず越後路　　　　　、・，．一

に足を運ぶ機会を得　　奄えんたん
た。私の次男は転勤

族でこの春新潟県へ

赴任し、十日町に寓

居を構えた。孫可愛

さに当地を訪れて地

元の方々と語り合い、

豪雪期の出稼ぎ話を

聞かされるうちに「山

陽無煙の季節夫」を

思い起こし、これに

纏わる「顕彰碑」の

記憶を新たにした。

箪成簾～無3題

美祢簿教蕎i委藁裂

有田さんからいただいた美祢市

教育委員会発行の「むえんたん」

は当時の様子を記録したもので、

松代町図書館にあります。

（
3
歳
半
）

松
代
久
保
田

苧
島
柳

松
代
田
邊

松
代
関
谷

池
尻
小
堺
美裕　　詩智

咲史渉帆哉

（
貴
志
〉

（
豊
）

（
伸
一
）

（
誠
司
）

（
良
平
）

太孟松犬池蓬
　　　　　　　　
平地代伏尻平3
黒柳市山室小歳
木　川本岡堺）
帆美達　　里樹
乃

月里平潤和生

（
春
樹
）

（
正
）

（
昭
じ

（
次
男
）

（
重
和
）

（
崇
文
）

松松寺福　　室松蒲犬太松松松滝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

代代田島4野代生伏平代代代沢4
　　　　歳
相佐井西半佐川石小相小関梧柳歳
澤藤上潟）藤合丸嶋沢山谷澤　　）

乃
野
子

亜
由
美

美
蘭

瑠
美

（
弘
明
）

（
久
）

（
勝
之
）

（
一
行
）

大洋瑠圭麻弥　緋麻
　　　　里
斗平平太花恵、翔色衣

（
藤
雄
）

（
竜
彦
）

（
靖
）

（
浩
）

（
栄
［
）

（
雅
明
）

（
雅
行
）

（
克
彦
）

（
秀
行
）

　
1
2
月
1
・
5
日
に
、
幼
児
歯

科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
、

87

名
が
受
診
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、
む
し
歯
の
な
い
お
子
さ

ん
が
6
6
名
、
残
△
・
心
な
が
ら
む
し

歯
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
2
2
名
で

し
た
．
2
2
名
の
う
ち
3
名
は
、

春
か
ら
む
し
歯
が
増
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
．

　
4
才
児
は
、
こ
れ
で
町
の
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
は
終
わ

り
に
な
り
ま
す
。
以
降
は
、
保

育
園
や
小
・
中
学
校
で
の
歯
科

健
診
・
フ
ッ
素
洗
口
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
歯
み
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
し
っ
か
り
し
て
、
フ
ッ
素
洗

　

口
を
続
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
特
に
、
仕
上
げ
み
が
き
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
の
低
学
年
ま

で
は
、
大
人
が
毎
日
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

お
父
さ
ん
や
、
他
の
家
族
み
ん

な
で
協
力
し
て
、
が
ん
ば
り
ま

し
よ
う
。

虫
歯
の
な
い
よ
い
歯
の
子

　
3
歳
児
以
上
を
紹
介
し
ま
す
。
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ハ
　
　
　
　
　
ロ

高
田
税
務
局
長
賞
－
山
本
千
秋
さ
ん
の
作
品

「
幸
せ
な
　
未
来
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
税
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
税

◆
住
民
税
の
申
告
書
を
配
布
し

ま
せ
ん

　
今
年
か
ら
住
民
税
の
申
告
を

電
算
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
住

民
税
の
申
告
書
を
各
家
庭
に
配

布
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
相
談
日
程
は
表
の
と
お
り
で

す　
所
得
税
と
町
県
民
税
の
申
告

受
付
及
び
相
談
を
各
地
区
の
集

落
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
日
程
を
確
認
の

う
え
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
に
必
要
な
も
の

　
必
要
な
書
類
と
印
鑑
を
持
参

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
日
に

は
、
世
帯
内
の
所
得
者
全
員
の

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
申
告
書
は
自
分
で
記
入
し
ま

し
ょ
・
つ

「
わ
ず
ら
わ
し
い
」
、
「
め
ん
ど

う
く
さ
い
」
と
い
わ
ず
、
税
務

署
か
ら
の
書
類
を
読
み
、
申
告

書
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
は
正
し
く
申
告

　
自
分
の
所
得
か
ら
正
し
く
税

額
を
計
算
し
、
忘
れ
ず
に
申
告

と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除
は
領
収
書
が
必

要　
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
、

領
収
書
を
そ
ろ
え
、
あ
ら
か
じ

め
計
算
し
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
処
理
が
で
き
ま
す
。

◆
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
と
税

の
還
付
が
便
利

　
納
税
に
は
便
利
で
手
数
料
の

か
か
ら
な
い
振
替
納
税
を
、
ま

た
、
所
得
税
の
還
付
も
安
全
な

口
座
振
込
を
す
お
す
す
め
し
ま

す
。
ま
た
、
振
替
納
税
は
納
付

期
限
も
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
指
定
す
る

金
融
機
関
（
銀
行
、
農
協
、
郵

便
局
、
信
用
金
庫
）
の
通
帳
（
振

替
納
税
は
印
鑑
も
必
要
）
を
持

山本千秋さん

参
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
係
ま

で
。

『
o
I
1
9
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
I
I
I
－
0
6
0
畳
o
o
．
o
．
・
・
o
1
9
．
I
I
臼
I
I
1
9
9
1
』

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　■　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　●　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　　一　　　　　6　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　蘭　　　　■　　　　●　　　　■　　　一　　　■　　　一　　　一　　一　　一　　6　　－　6　一　薗
■o聯■

預貯金から
の　振　替

現金納付

所得税 4目18日依） 3月15日㈲

消費税 4目26日内 4目2日（月）

※振替日の2～3Eヨ前には、預
金残高をお確かめください。引
き落としができないと延滞税が
かかります。

平成13年納税相談（確定申告・還付申告）日程表　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　（会場：役場）　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　区鐙　　　　撃　　髄　　　　　準　　後　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　片桐山（住）・滝沢　　　＿　　　　　　　i
2月16目箇　　　　　　　　　　　小荒P・太平　　　　　1
　　　　　（住）・中子（住）　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　小屋丸（住）・東山　　　　　　　　　　　i
2月19日（月）　　　　　　　　　　干年　　　　　　　　　1
　　　　　（住）・海老（住）　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
2目20目（火）菅刈・孟地・苧島　　室野　　　　　　　　1

平成13年住民税申告日程表
　　　　　　（会場：各地区集落センター）

区　　　分

3月7日㈱

午前 9：00～10：30蓬　平
9：00～10：00　福　島

10：10～10：30奈良立

午後
1：30～2：30

　　　　　蒲生・名平

3月8日休）

午前 9：00～10：00　峠 9：00～10：00　苧　島

午後 1：30～3：00大　伏
1：30～2：30清　水
2：40～3：40　会　　沢

3月9日箇

午前 9：00～10：30干　年
9：00～9：30池尻
9：40～10：30小荒戸

午後
1：30～2：30　田野倉

2：40～3：00　仙　納

1　：30～2：30　木和田原

2：50～3：30竹　所

3目12日（目）

午前 9：00～10：30　儀　明
9：00～10：00　菅　　刈

10：20～11：20　太　平

午後 1：30～3：00　室　野

3目13日（火）

午前
9：00～9：40　孟　　地

10：00～10：40田　沢
9：00～10：00　寺　田

午後 1：30～2：00桐　山 1130～2：30莇　平

区鐙 撃　　髄 準　　後

2月16目箇
片桐山（住）・滝沢

（住）・中子（住）
小荒戸・太平

2月19日（月）
小屋丸（住）・東山

（住）・海老（住）
干年

2月20日（火） 曹刈・孟地・苧島 室野

2月21目（水） 池之畑G主）・下山（住） 会沢・清水・桐山

2月22目休） 奈良立・竹所・峠 蓬平・池尻

2月23日囲 田野倉・仙納・莇平 田沢・寺田

2月26目（目） 蒲生・名平 儀明

2月27日（火） 犬伏 福島・木和田原

2目28日㈱ 税務署受付 税務署受付

3月1日㈲ 松代　1－6班（住） 松代　7　11班（住）

3月2日箇 松代　1216班（住） 松代　1221班（住）

3月5日（月） 松代　22－26班（住） 松代27－31班（住）

3月6日（火） 松代3351班（住）

※（住）は住民税のみの人も受け付けます。
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住民課からのお知らせ

　介護保険で利用できるサービスについて

　　　　福祉用具の貸与が対象となります

◆対象となる用具
○車いす（自走用標準型・普通型電動・介助用標準型）
○車いす付属品（車いすと一体的に貸与されるクッショ
　ン・電動補助装置）
○特殊寝台（背・脚部の傾斜調整・床板の高さ無段階
　調整）

○特殊寝台付属品（一体的に貸与されるマットレス・
　サイドレール等）

○じょくそう予防用具、体位変換器
○手す｝）（工事不要なもの）、スロープ（工事不要なも

　国民健康保険はこんなことも変わりました。

■住所地特例の拡大
　長期入院のために住所地を入院先の医療機
関に移すとき、今までは特定の病気に限翫）、

移す前の住所のある市町村の被保険者となっ
ていましたが、これからはどんな病気のとき
でも前の市町村の被保険者となります。

翻海外療養費の創設
　海外渡航中にお医者さんにかかったとき、
今までは全額自己負担でしたが、帰国して申
請すれば、いったん自己負担した額の保険給
付分（7割または8割）があとで支給されま
す。

　
　
　
　
　
　
の

方
の
わ
負
ネ
う
受

　
　
　
　
　
　
よ
を

用
か
と
割
ア
し
定

利
－
額
ー
ケ
ま
指

◆
○
　
　
　
　
○

の方法
月の利用額が、他の訪問通所系サービスの利用
合わせて、各介護度別の限度額以内であれば、
の負担で利用できます。

マネージャーに、サービス計画の作成を依頼し

芝を受けた事業所から貸与を受けます。

町内の指定事業所　㈲アヴァンス

2220）
◆お問い合わせ先
　松代町役場住民課介護保険係（暦7

iiアルコールについての「よろず相談会』を開催します。

i

躍　灘　灘，　しまうと心や体を蝕んでしまう「万

i　当日は、アルコールについて理解を深めていただ
き

iく相談会を予定してます。アルコールにまつわる様々
iな悩みを一人で悩まずに、まず相談してみませんか。
き

i　O日時　3目21目㈱　午後4時30分～6時
i　O場所　しぶみの家
ヨ

i　O内容　アルコールの知識と家族の対応
1　0講師　悠久荘　中垣内先生
…

1　0問い合わせ先　保健衛生係
i

　
今
回
は
、
松
代
町
か
ら

後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　
毎
年
3
月
の
第
2
土
曜
か
ら

日
曜
に
か
け
て
行
わ
れ
る
「
越

後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
は
、
今

、
年
で
第
1
4
回
を
迎
え
、
昭
和
63

氏　　めざすは松代成そしてハワイ？　　「

町　　　’

倉　越後まっだい

越　　冬の陣

⑫
年
の
第
・
回
以
来
ま
た
た
－
間

　
　
に
全
国
的
に
評
判
と
な
り
、
地

記
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
数
々

歩
の
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
・

て
特
に
雪
中
鉄
人
レ
支
「
の
っ

見
と
れ
！
ま
つ
だ
い
城
」
に
は
、

ふるさと

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
5
0
0
人

の
戦
十
が
「
エ
ッ
ー
エ
ッ
ー
オ
ー
」

と
掛
声
勇
ま
し
く
雪
上
約
3
。
。

の
コ
ー
ス
を
走
り
ま
す
。
各
種

城
障
害
物
を
乗
り
越
え
、
崖
を
よ

頸
じ
登
っ
て
松
代
城
に
先
陣
を
切
っ

泉
た
人
が
そ
の
年
の
城
主
と
な
り

　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
石
（
1
5
0
㎏
）

の
知
行
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
完
走
者
に
は
ハ
ワ
イ
島
へ

の
遠
島
や
芝
峠
温
泉
で
の
釜
ゆ

で
の
刑
も
あ
り
、
大
抽
選
会
も

楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

祭
り
で
は
、
会
場
の
町
民
グ

ラ
ン
ド
で
前
夜
祭
の
土
曜
に
花

火
や
雪
上
み
こ
し
大
会
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
雪
の
ス
テ
ー
ジ
で

の
出
陣
そ
ば
相
撲
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
や
舞
踊
会
が
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
食
い
倒
れ
横
丁
で
は
、

ω
店
ほ
ど
の
店
が
軒
を
連
ね
、

も
ぐ
ら
汁
や
あ
ん
ぼ
な
ど
郷
土

の
料
理
と
土
産
品
を
揃
え
て
皆

さ
ん
の
お
い
で
を
お
持
ち
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
「
の
っ
と
れ
！
　
ま
つ

だ
い
城
」
の
戦
士
と
し
て
レ
ー

ス
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
先
着
5
0
0
人
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
3
月
1
0
日
ω
正
午
～

午
後
9
時
　
n
日
㈹
午
前
9
時
～

午
後
4
時

〈
の
っ
と
れ
！
　
ま
つ
だ
い
城

レ
ー
ス
は
n
日
㈹
、
正
午
ス
タ
ー

ト
〉■

会
場
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先

　
松
代
町
役
場
企
画
振
興
課

（
盈
0
2
5
5
9

　
　
　
　
　
7
1
2
2
2
0
）
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　　　第ワ回
「平和の日」新潟の集い開催

　21世紀の幕開けを記念して、

日本ペンクラブ著名作家によ

るリレートークを開催します。

日時　3月3日（土）

　　　13：00～17：00
会場　新潟県民会館大ホール

テーマ　平和の日に想う21世
紀・ふるさと・みどン）・私た

ちの暮し

出演　米原万里、西木正明、

森ミドリ、新井満、俵万智、

赤瀬川準、下重暁子、辻井喬
申込方法　往復ハガキの往信
用に「平和の日」参加希望、

住所、氏名、入場希望数を、

また、返信用に宛名を記入し
〒950－8570県庁文化振興課まで

（郵便番号明記の場合住所の記

載は不要です）

その他　無料・先着順

県立高田南城高校からの

　　　お知らせ

　南城高校は県内唯一の定時
制と通信制課程をもつ単位制
高等学校です。学校では、定時

制（午前・夜間）と通信制の生

徒を次の通を）募集しています。

○定時制　午前と夜間の課程
があります。

一般選抜検査日　3月12日（月）

定員　各35人

検査項目　国語・数学・英語

と作文、20歳以上の人は3教
科に代えて作文でも可。

○通信過程
定員　若干名

検査　而接と書類審査

その他　要項等詳しいことは

問い合わせ先まで。また、転

入・編入についても募集して
います。

○問い合わせ先　県立高田南
城高校（盈0255－23－7672）

〒943－0837上越市南城町3－3－8

その他の県内公立高等学校定

時制・通信制課程の生徒募集

についての問い合わせは、

　県教育委員会高等学校教育
課（盈025－285－5511内線3881～

3883）

新潟県高齢者大学

　　学生募集
新潟県長寿社会振興財団

■人生80年時代に備えた話し
を聞いてみませんか．

シニアライフプランセミナー
日時　2月28日㈲

会場　高陽荘（上越市西城町
3－6－22）

定員　50人

■明るい未来に向って色々な

ことに興味を持ち、意欲的に
参加してみませんか。

　福祉ボランティア及びパソ

コンによるワープロ講座（2
年制）

実施時期　6月から10月まで
会場　上越市内の施設を予定

応募資格　県内在住の概ね60

歳以上

期限　4月20日（斜
その他　要項は役場住民課福
祉係にも用意してあります。

問い合わせと申し込みはいず

れも新潟ユニゾンプラザ内新
潟県長寿社会振興財団（盈025－

285－1400）まで

多重債務110番
専用回線で相談を

　2月25日実施
新潟県司法書士会

　借金返済でお悩みの方、新
潟県司法書士会会貝が無料で
相談に応じます。

日時　2月25日（H）

　　　　10日寺～16日寺

専用電話　025－229－9361

　　　　　　　（当日限り）

問い合わせ先　新潟県司法書
士会（盈025－228－1589）新潟

市古町通13－5160まで

＝　200V体験クッキング教室

○蛤寿司・かにかま蒸し・根

菜揚げサラダ・紅白もち
日時　2月20日（火）10：30～

会場　東北電力十日町営業所

　　　クッキングスタジオ
　　　　　　　「えぷろん」

定員18人（申込多数の場合は

抽選）

受講料　500円
その他　エプロン持参

申込先　十日町営業所お客様
センター（盈0257－52－3107）

　だまされないで1

高齢者を狙う悪徳商法

　新潟県消費者センター

　全国から寄せられる高齢者

からの相談は年問5万件を超
えています。

◆口先のやさしい言葉にご用
心

◆身なりや態度にまどわされ
ないで。

◆預貯金などのプライバシー
はあかさない！契約は慎重に。

◆あいまいな言葉を使わない！

必要がなければはっきケ）断る。

◆ひとりで決めず、早く家族

や身近な人、消費者センター
に相談する。

問い合わせは、ユニゾンプラ

ザ内新潟県消費者センター
　　　　（奮025－285－4196）

よ魑喫侶會飼自個冒霞の

　　　お細ら世

■NANTAナンタCOOKIN，
BEATSジャパンツアー2001
　NANTAとは、韓国語で乱打
という意味です。ステージで

サムノリに合わせて庖丁や鍋
を使って乱打。世界中を爆笑

と感動につつんだブロード
ウェー進出作です。

日時　3月20日（火・祝）

　　　18：30開演
料金　A席6，000円B席5，500円

会場　上越文化会館

■文楽特別公演

　　人形浄瑠璃
日時　3月13日（火）昼の部14：

OO開演伊達娘恋緋鹿子／義経

千本桜・夜の部18：00開演菅

原伝授手習鑑

料金　全席指定4，000円

会場　リージョンプラザ上越

問い合わせ先　上越文化会館
（盈0255－25－4103）
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蓬
麟
、

藤驚
鷲

「まちづくり月間」

作品展示のお知らぜ

「こんなまちに住みたいな」

をテーマに描いた県内の入選

作品と町内の出展した児童の
作品を展示します。

期間　3月1日（木）～15日（木）

会場　ふるさと会館

　　　　　　2階ギャラリー

で
ム

　
　
　
　
里

隊
材
の

し　
　
　
　
ま

さだ
習
く

く
学
ほ

て譲
雁

　ほくほくの里では、「遊び道

具や学習用品を使い、リハビ
リに役立てたり、余暇を楽し

みたい」と話しています。

　家庭で、使わないで眠って

いる小学校で使った書道用具

や絵の具用品。また、けんだ
ま、お手玉、カルタやすごろ

くなどを求めています。

　詳しいことは事務室
　　　　　（奮7－2020）まで

【2・3月】行事カレンダー

日時　3月10日（土）9：30～16：

30　11日（日）9：30～15：30

　越後丘陵公園は長岡ニュー
タウン隣ひ）にあります。なお、

3月12日（月）～4月13日（金）まで

春季開園準備のため休園しま
す。

問い合わせ先　越後公園管理
センター（盈0258－47－8001）

〒940－2043長岡市宮本東方町中

山1921－2

雨水
2 転作集落懇、淡会

／
1
9

月 先負
　9　：00～　（旧野倉・仙納・莇覧r・小貰）
　13二30～　（名平・蒲ノ1：・儀μ月り、￥HD
／1：活習慣病1r∫ノノ孝父室

活性化センクー　　1）：00～11二30　（f一年）

7 水 先負
生活習慣病朔坊教室

集落開発センター　13：30～16100（滝沢）

多目的集会施，，貨　13；30～16：00　（f也尻）

転作集落懇、淡会
9　：00～　（小荒戸・蓬唱・H目ノ《） 風しんチ防接種

20 火 仏滅
13二30～　（才也尻・海老。　卜’i　Iいご也之畑）

第47回松代町ノ』・学校親善スキー人会
生活習慣病郁ノ」教室 8 木 仏滅

総合センター　13：30～14：00

生活習慣病壬防教室
集落開発センター　　9：00～l　l：30（木和川1｝ll） 集落開発センター　9：00～ll：30（桐山）
総合センター　　13：30～16：00（杢2ヤ代）

転作集落懇談会
9　：0（）～　（菅刈・，院／也・木和l　H　l京） 心配ごと相談

21 水 大安 13二30～　（竹所・奈↓隻“1二・室野・峠）

19：00～　（松代） 9 金 大安 デイサービスセンター　9：00～（担：斎藤）

生活習慣病1な1∫ノ」教室 松代中学校人卜業式

生活改隆センター　　9二〇〇～ll：3（》（清水）

22 木 赤口
転作集落懇談会

　9：00～（小屋ヌい太1砺千｛卜・清水）

　13：30～（東山・会沢・苧島）

10 土 赤口
第14回

越後まつだい冬の陣　新世紀！　文化の改新

心配ごと相，淡
デイサービスセンター　　9；00～（抑：宮汀く）

23 金 友引
転作集落懇，，炎会
　～）二〇〇～　（挙ll，1島・片桐llI・柘IIII）

　13二30～　（滝沢・中f・・犬伏） H 目 先勝 第M回
越後まつだい冬の陣　新世紀！　文化の改新

生活習慣病チ1∫ノノ教室

多H的集会施，、更　9：00～11：30（孟地）

24 土 先負 12 月 友引

25 日 仏滅 B 火 先負

生活習慣病重防教室

26 月 大安 集落開発センター　　9：00～ll：30（犬伏） 14 水 仏滅
集落開発センター　13：30～16：00（苧、藍ち）

生活習慣病チ防教室

27 火 赤口 多H的集会施設　9100～11：30（川野倉） 15 木 大安
集落開発センター　13：30～16：00（仙納）

28 水 先勝
生活習慣病壬防教室

集落開発センター　9100～ll：30（斜ll）
　多目的集会施設　13：30～16100（名’r）

16 金 赤口
心配ごと相談

デイサービスセンター　9：00～（担：石黒）

生活習慣病チ防教室

3 多目的集会施設　9：00～11：30（中チ）

／ 木 友引 集落開発センター　13：30～16100（会沢） 17 土 先勝

1 松代高校卒業式

心配ごと相談

2 金 先負
デイサービスセンター　9：00～（担：柳）

生活習慣病壬防教室
18 日

’
友引

集落開発センター　9：00～11：30（蓬’r）

3 土 仏滅 19 月 先負

4 目 大安 20 火 仏滅 春分の日

生活習慣病壬防教室 MEMO
5 月 赤口

多目的集会施設　9：00～11：30（室1、1島）

多目的集会施設　13：30～16：00
（片桐山）

生活習慣病壬防教室

6 火 友引 集落開発センター　9：00～ll：30（海老）

集落開発センター　13：30～16：00（東山）
3月（弥生NARCH）

暴
ど
魅
の
広
場

⇔
県
立
自
然
科
学
館

　
　
　
（
岱
0
2
5
－
2
8
3
－
3
3
3
1
）

休
館
日
毎
週
月
曜
／
工
作
教
室
3
月
4
日
㈹

①
B
一
〇
〇
②
1
4
”
0
0
③
1
5
”
0
0
ス
ー
パ
ー
テ

ク
ノ
ラ
イ
ナ
ー
を
作
ろ
う
先
着
2
4
人
入
館
料

に
5
0
円
プ
ラ
ス
／
と
り
凧
工
作
教
室
3
月
1
8

日
㈹
9
一
3
0
～
1
6
H
O
O
ハ
ガ
キ
又
は
電
話
に

よ
り
3
月
n
日
ま
で
の
申
し
込
む
。
抽
選
で

小
学
3
年
以
上
2
0
人
脚
円
／
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
は
2
月
2
7
日
ω
℃
～
3
月
3
日
ω
ま
で
休
館
／

新
番
組
3
月
4
日
～
「
星
空
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ヘ
よ
う
こ
そ
」
／
小
中
脚
円
・
大
人
脚
円
（
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
小
中
…
…
円
、
大
人
㎜
円
増

し
　
幼
児
・
障
害
の
あ
る
方
は
無
料
）

◇
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら

（
U
モ
ー
ル
内
平
日
奮
0
2
5
7
－
6
3
－
4

4
7
8
／
土
・
日
・
祝
祭
日
奮
0
2
5
7
－
6

3
－
2
4
1
4
）

定
期
投
影
毎
週
日
曜
n
”
o
o
～
今
月
の
特
集

「
星
の
一
生
」
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
　
2

月
2
5
日
㈹
1
9
H
3
0
～
N
＞
力
∪
で
沖
縄
な
か
さ

と
交
流
／
料
金
は
い
ず
れ
も
一
般
㎜
円
・
中

学
生
以
下
㎜
円
（
開
館
5
周
年
を
記
念
し
て

松
代
町
・
松
之
山
町
を
含
む
十
日
町
広
域
圏

の
保
育
園
、
小
中
学
校
及
び
福
祉
施
設
の
団

体
利
用
は
無
料
で
す
。
）

◇
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
　
　
（
暦
0
2
5
5
－
4
4
－
2
1
2
2
）

2
月
毎
週
月
曜
休
館
／
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
1
8
・
2
5
（
い
ず
れ
も
日
曜
）
①
n
H

30
②
1
3
”
3
0
③
1
5
“
3
0
／
科
学
工
作
教
室
2
4

ω
1
4
一
〇
〇
／
映
画
会
1
8
㈹
・
2
4
ω
・
2
5
㈹
①

10
一
3
0
②
14
一
3
0
／
料
金
一
小
中
㎜
円
・
大

人
姻
円
（
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
も
同
額
）
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
小
中
姻
円
・
大
人
脚
円
（
貸
靴

料
㎜
円
）
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今月は、冬の陣のイベントでも出店を予定している”しぶみの家”です。

さみ

こ
ん
に
ち
は
！

“
し
ぶ
み
の
家
”

で
す

　
今
回
は
、
障
害
者
の
小
規
模
作
業
所
と
し
て

平
成
1
2
年
に
開
所
し
た
“
し
ぶ
み
の
家
”
を
紹

介
し
ま
す
。

　
し
ぶ
み
の
家
で
は
、
松
代
町

と
松
之
山
町
で
何
ら
か
の
障
害

を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
作

業
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
毎
日
1
4
人
程
の
人
た
ち
が

通
っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
通
え

る
所
に
集
う
場
所
が
ほ
し
い
と

い
っ
た
長
い
間
の
願
い
が
よ
う

や
く
実
現
し
た
の
が
し
ぶ
み
の

家
で
す
．

　
し
ぶ
み
の
家
で
は
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
ず
手
始

め
に
牛
乳
パ
ッ
ク
を
素
材
に
し

た
箸
置
き
を
作
り
ま
し
た
。
こ

の
箸
置
き
は
、
表
を
き
れ
い
な

模
様
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
大

変
好
評
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
芝
峠
温
泉
レ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
峰
や
松
之
山
温
泉
で

も
郷
土
の
お
土
産
品
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の

温
か
さ
が
何
よ
り
も
活
動
へ
の

大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
シ
メ
ナ
ワ
づ
く

り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
畑
を
お
借
り
し
て
、

作
物
の
栽
培
も
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ヨ
モ
ギ
や
ど
く
だ
み
を
採
っ

て
ヨ
モ
ギ
枕
と
ど
く
だ
み
茶
を

作
り
、
し
ぶ
み
の
家
独
自
の
も

の
と
し
て
ど
ち
ら
も
好
評
で
す
。

行
事
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
季

節
毎
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行

い
、
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
よ
り
楽
し
い
し

ぶ
み
の
家
を
つ
く
ろ
う
と
ガ
ン

バ
っ
て
い
ま
す
。

　
何
よ
り
も
こ
う
し
た
活
動
に

は
、
多
く
の
方
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
方
々
の
お
か
げ
で
、
新
し
い

年
を
迎
え
、
現
在
ま
で
や
っ
て

く
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。
こ

う
し
て
い
る
今
も
野
菜
や
古
着

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
い

で
の
人
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た

表
に
は
出
な
い
数
多
く
の
方
々

に
　
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
　
さ

上
げ
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
ン

　
今
年
も
住
民
の
一
人
で
も
多
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

く
の
皆
様
か
ら
、
ど
う
か
お
気
　
　
ジ

軽
に
、
し
ぶ
み
の
家
に
お
立
ち
　
●

よ
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
r
一

玄
そ
し
て
、
今
後
も
地
域
の
興
町
内
の
小
中
学
校
を
か
け
も

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
　
　
ち
で
英
語
指
導
助
手
と
し
て
、

共
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
、
　
（
可
多
忙
な
日
々
を
過
ご
す
エ
イ

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
ま

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
い
だ
き
な
　
　
　
ミ
ー
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

が
ら
、
し
ぶ
み
の
家
を
紹
介
さ
介
　
　
今
回
は
、
年
賀
ハ
ガ
キ
の
早

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　
　
（
盈
7
1
3
5
1
6
）

紹

難の鱒難楼禰撲
　鎚場議i募業

申参　方会日
込加　法場時
先料

3
月
1
0
日
ω
　
午
後
3
時

雪
の
ス
テ
ー
ジ

そ
ば
7
0
0
望
を
い
か
に
早
く
食
べ
る
か
タ

イ
ム
を
競
う
。

　
5
0
0
円

　
3
月
2
日
㈹
ま
で
企
画
振
興
課
へ

出
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
者
と

し
て
登
場
．

　
松
代
郵
便
局
で
1
月
9
日
に

賞
品
の
抽
選
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
小
包
3
本
の
当
た
り

は
ど
な
た
の
手
に
？
　
ち
な
み

に
元
旦
に
配
達
し
た
同
局
の
年

賀
ハ
ガ
キ
は
7
8
、
3
2
8
枚

で
し
た
。
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圃匿除團回
（1月1日～1月31日）

元気な良い子に（出生）

　　　タイジユ
小堺1大樹㌧・国彦・由紀子さん

（儀明・男の子・じょうしゅう〉
　　　カ　ノン
佐藤　花音㌧・翔伍・祐美さん

　（松代・女の子・下町住宅）

ご冥福をお祈りします（死亡）

関谷孫太郎さん　　　　　　84歳

　　　　　　（松代・かどや〉

柳　　捨吉さん　　　　　　80歳

　　　　　（片桐山・ほしば）

若月　ミユさん　　　　　　96歳

　　　　　　　（海老・はら）

村山　義雄㍉　　　　　　69歳

　　（松代・まつやま履物店〉

石野　信吉さん　　　　　　80歳

　　　　（木和田原・ひがし）

五十嵐正太郎さん　　　　　69歳

　　　（小荒戸・あたらしや）

　男　　2，148人　　　（一1人）

　女2，229人　（＋1人）
　計4，377人　（±0人）
世帯数1，484世帯（＋1世帯）

　出生2人　　死亡7人
　転入7人　　転出2人
　　　　（13年1月末日現在）

　　人ロの動き

圖
園
圓
圃

　
広
報
の
文
字
が
小
さ
い
と
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は

12

級
で
し
た
が
．
／
月
号
か
ら
一
部
1
6
級
の
大
き
さ
の
文
字
を
採
用

し
ま
し
た
。
そ
し
て
．
今
回
か
ら
1
6
級
を
基
準
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
．
東
京
発
の
コ
ー
ナ
ー
が
面
白
い
と
の
こ
と
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
東
京
松
代
会
の
会
員
を
含
め
る
と

3
0
0
0
部
の
広
報
で
す
。
現
在
4
月
号
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
て
準
備
中
で
す
。
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
◎
◎
㌧
き
。
“
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